
対面授業

〔前期〕

1 工業教育の意義
工業高校の現状、工業教育について解説するとともに、
工業教育(工業高校の存在)の意義と必要性について自分
の考えをまとめ、研究協議を行う。

2 工業高校の特色ある教育活動
工業高校の特色ある教育活動を新聞記事(各自に高校生
新聞の関連記事を提供する)から読み取り、工業教育の
成果について研究協議を行う。

3 高等学校の学科と専門教育
新しいタイプの高校と既存の工業高校との関係について
解説し、高等学校の学科等の特徴を解説する。高等学校
の専門教育や職業教育の在り方について概観する。

4 工業教育の現状と課題
工業高校の学校状況について、最新データや事例を示し
ながら工業高校の現状(教育委員会の聞き取り内容を含
む)と課題を読み解く。

5 高等学校学習指導要領の概要
高等学校教育の目標と高等学校学習指導要領の総則に
関する演習を行い、これを通して工業高校及び高等学校
全体の教育課程を概観する。

6 工業科の教育課程
学習指導要領の変遷を追いながら、高等学校工業科の目
標・内容とその考え方について解説し、工業科の新学習
指導要領を概観する。

7「工業技術基礎」の指導内容
原則履修科目「工業技術基礎」の指導内容・方法につい
て解説し、取り扱う題材についてグループ協議・発表及
びフィードバックとして講評を行う。

8「実習」の指導内容
各学科の「実習」の指導内容を示しながら解説し、実習
の様子を(映像等を含め)紹介する。また、全国工業高校
の職業資格の取得状況等についても触れる。

9「課題研究」の指導内容
問題解決学習の概要及び原則履修科目「課題研究」の目
標、指導内容・方法について事例を示しながら解説す
る。工業科成果発表大会の各校の取組や発表内容を紹介
し、意見交換を行う。

10 工業科における情報教育
「工業情報数理」の目標、指導内容・方法について解説
し、情報教育の在り方を検討する。各自の専門科目の
PC 活用と教材作成について調査し発表する。

11 工業高校と上級学校との関係及び専門職大学
工業高校の専門性を活かした上級学校への進学の現状
と指導方法を学ぶ。また、専門技術を基礎とした専門職
大学について調査し、その在り方を検討する。

12 技術者倫理の育成
技術者倫理に関する事例の中から、各自の専門学科をテ
ーマに調査し発表する。発表した技術者倫理を研究協議
し、フィードバックとして講評を行う。

13 前期の学修のまとめ
前期の学修のまとめとして、論述試験を行い、フィード
バックとして設問内容や課題について解説する。

〔後期〕

1 工業科の施設・設備と安全教育
工業科の施設・設備について現状を解説し、各学科に関
連する実習・実験施設の安全規程を調査し、発表する。
フィードバックとして講評を行う。

2 工業科における創造性の育成
工業科において創造性を育成することの意義を解説し、
創造性育成のための工業専門科目の授業展開について
協議し、発表する。

3 工業科における環境教育
工業科学習指導要領における資源・エネルギー・環境問
題に関する指導内容・方法について調査し、発表する。
事例として、具体的にアルミニウム工業を題材に解説す
る。

4 工業の管理と技術１
工業高校生の進路先でもある産業・職業の分類と、その
構造及び製造業の重要性・必要性を理解する。工業管理
技術、安全衛生管理について考察する。

5 工業の管理と技術２
就業現場の生産管理として行う工程分析や品質管理の
目的、意義を理解する。また、具体的な品質管理の手法
や管理図法を修得する。

6 工業高校訪問
工業高校を訪問・授業参観し、実際の工業高校・工業科
授業の指導計画・方法・技術について理解する。訪問で
きない場合は工業高校の授業映像・実習のＤＶＤ視聴を
行う。

7 工業科における指導計画
工業科の授業における指導計画、評価計画、学習指導案
の作成方法について解説する。

8 工業科における学習指導案の作成
「工業科」の授業科目をとりあげ、その内容を題材にし
て、各自、授業の学習指導案を作成する。

9 工業科の授業における指導技術１：学習指導案
工業科の授業における対応の方法について解説し、作成
した学習指導案を検討する。授業計画を実践した場合の
効果等を相互に評価し指導案の改善を図る。

10 工業科の授業における指導技術２：発表
授業における板書の技術について教育方法を振り返り、
再度解説する。作成した学習指導案の展開部分における
板書計画を検討し、発表する。

11 工業科の授業の実際１：模擬授業 1
作成した学習指導案により、模擬授業を通して板書の技
術等について相互評価と研究協議及びフィードバックと
して講評を行う。

12 工業科の授業の実際２：模擬授業 2
前回の指摘後の再作成と 2 回目の模擬授業を実践し、研
究協議及びフィードバックとして講評を行う。授業にお
いてはＩＣＴ活用を意識する。

13 工業高校改革の動向及び後期の学修のまとめ
全国の工業高校改革、工業教育の動向を解説し、高校改
革について研究協議を行う。
学修のまとめとして、論述試験を行い、フィードバック
として設問を中心に解説する。
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■授業の目的及び到達目標
工業科教育課程の変遷を整理し、工業科の指導内容・方法等について、法令、学習指導要領、教育研究等を通して理解
する。また、教材や学習指導案の作成、模擬授業の実践、事例研究等を通して工業科における授業の実践力の育成を図
ることを目的とする。学習指導要領等に示された工業科の目標、指導内容、指導上の留意点、学習評価等を理解し、工
業科の授業計画と指導案作成、模擬授業等を通して授業実践力を修得することを到達目標とする。
■授業計画

■授業の方法
毎回テーマを定めて、配布資料等を活用しながら講義及び課題解決学習を行う。実習、教材作成、演習、模擬授業、研
究協議などの学習を多く取り入れ、実践的な学びを重視する。後期には学習指導案を作成し、模擬授業を実施する。
■予習・復習
予習として、ブラックボードの教材を事前に読み込む。学習指導案を作成し、模擬授業の準備を行う。
復習として、授業で指示した課題を整理し、自分の考えをまとめ提出する。教材や指導計画作成の課題を行い発表する。
■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
前後期とも論述形式の試験を行い、到達度を評価する。後期は模擬授業の実施状況、学習指導案の作成状況を評価する。
試験５０％、学修への取組状況（発表活動・模擬授業、学習指導案作成、課題の達成状況等）５０％
■教科書・参考書
参考書：文部科学省「高等学校学習指導要領解説－工業編－」を使用する。高等学校教科書：工業技術基礎（実教出版）。
授業テーマの必要に応じて資料を作成し、授業時間ごとに配布する。具体的に工業科実習の実際の映像や DVD なども利
用する。
■関連する科目

「教育実習（事前・事後指導）」及び「教育実習Ⅰ」の履修につなげていく。
■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
担当教員は、東京都公立高等学校に３７年間勤務(管理職を含む)し、進路指導・生活指導・学校改革・研究活動に関する
分野に研究実績を積んできており、それを本科目の指導に生かしていく。


